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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

　

回次
第64期

第２四半期累計期間
第65期

第２四半期累計期間
第64期

会計期間
自 平成24年４月１日
至 平成24年９月30日

自 平成25年４月１日
至 平成25年９月30日

自 平成24年４月１日
至 平成25年３月31日

売上高 (百万円) 13,360 14,887 29,085

経常利益 (百万円) 62 345 770

四半期（当期）純利益純
又は四半期純損失（△）

(百万円) △11 157 105

持分法を適用した場合の投資利
益又は投資損失（△）

(百万円) △2 1 3

資本金 (百万円) 1,980 1,980 1,980

発行済株式総数 (千株) 39,600 39,600 39,600

純資産額 (百万円) 9,794 10,018 9,968

総資産額 (百万円) 23,943 23,757 23,868

１株当たり四半期（当期）純利
益金額又は１株当たり四半期純
損失金額（△）

(円) △0.29 3.99 2.66

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) ― ― ―

１株当たり配当額 (円) ― ― 3.00

自己資本比率 (％) 40.9 42.2 41.8

営業活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) 303 1,249 1,266

投資活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) △65 △26 △133

財務活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) △79 △148 △109

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(百万円) 1,986 3,926 2,852

　

回次
第64期

第２四半期会計期間
第65期

第２四半期会計期間

会計期間
自 平成24年７月１日
至 平成24年９月30日

自 平成25年７月１日
至 平成25年９月30日

１株当たり四半期純利益金額 (円) 7.42 6.94

(注) １ 売上高には、消費税等（消費税及び地方消費税をいう。以下同じ。）は含まれておりません。

 ２ 第64期第２四半期累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、１株当たり四半期純

損失であり、また、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　　第65期第２四半期累計期間及び第64期の潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、

潜在株式が存在しないため記載しておりません。
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２ 【事業の内容】

当第２四半期累計期間において、当社及び当社の関係会社において営まれる事業内容に重要な変更はあ

りません。

　また、主要な関係会社についても異動はありません。

　

EDINET提出書類

三晃金属工業株式会社(E00109)

四半期報告書

 3/19



第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

当第２四半期累計期間における、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項の

うち、投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に記

載した「事業等のリスク」についての重要な変更はありません。

　なお、重要な事象等は存在しておりません。

　

２ 【経営上の重要な契約等】

当第２四半期会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

　
　

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1) 業績の状況

当第２四半期累計期間におけるわが国の経済は、円安進行に伴い輸出企業を中心に企業業績や設備投

資が上向いており緩やかに回復しつつあります。

このような状況下、当社は受注量の確保に向けて努力してまいりました結果、受注高は169億１千６

百万円と前年同四半期と比べ12億３千６百万円（7.9％）の増加となりました。

売上高につきましては148億８千７百万円と前年同四半期と比べ15億２千７百万円（11.4％）の増収

となり、経常損益につきましては工事原価管理の強化により、経常利益３億４千５百万円と前年同四半

期と比べ２億８千２百万円（453.7％）の増加となりました。

四半期純損益につきましては、四半期純利益１億５千７百万円と前年同四半期と比べ１億６千９百万

円の改善となりました。

繰越受注高は137億６千１百万円と前年同四半期と比べ22億５百万円（19.1％）の増加となりまし

た。

　

セグメントの業績は、次のとおりであります。

① 屋根事業

屋根事業につきましては、セグメント売上高は131億２千４百万円と前年同四半期と比べ14億４千

４百万円（12.4％）の増収となりました。

セグメント損益は１億５百万円の利益（前年同四半期は１億５千２百万円の損失）となりました。

② 建材事業

建材事業につきましては、セグメント売上高は17億６千３百万円と前年同四半期と比べ８千２百万

円（4.9％）の増収となりました。

セグメント損益は２億３千４百万円の利益（前年同四半期は２億２千１百万円の利益）となりまし

た。
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(2) 財政状態の分析

当第２四半期会計期間末の総資産は237億５千７百万円となり、前事業年度末比１億１千万円の減少

となりました。これは主に売上債権の回収が進み完成工事未収入金等が減少したこと、これに伴い現金

預金が増加したことによるものであります。

負債につきましては137億３千９百万円となり、前事業年度末比１億６千万円の減少となりました。

これは主に仕入債務の支払により買掛金等が減少したことによるものであります。

純資産につきましては100億１千８百万円となり、前事業年度末比５千万円の増加となりました。こ

れは主に四半期純利益の計上により利益剰余金が増加したことによるものであります。

以上の結果、自己資本比率は42.2％となり、前事業年度末41.8％を0.4ポイント上回ることとなりま

した。

　

(3) キャッシュ・フローの状況の分析

当第２四半期累計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という）は、39億２千６百万円と

なりました。

当第２四半期累計期間における各キャッシュ・フローの状況と主な要因は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

当第２四半期累計期間において営業活動における資金の増加は12億４千９百万円（前年同四半期は３

億３百万円増加）となりました。主な増加要因は、売上債権の減少額13億４千７百万円であります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

当第２四半期累計期間において投資活動における資金の減少は２千６百万円（前年同四半期は６千５

百万円減少）となりました。主な減少要因は、生産設備等の取得３千４百万円によるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

当第２四半期累計期間において財務活動における資金の減少は１億４千８百万円（前年同四半期は７

千９百万円減少）となりました。主な減少要因は、配当金の支払によるものであります。

　

(4) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第２四半期累計期間において、当社の事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新たに

生じた課題はありません。

　

(5) 研究開発活動

当第２四半期累計期間の研究開発費の総額は１億４千７百万円であります。
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第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 120,000,000

計 120,000,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第２四半期会計期間末
現在発行数(株)
(平成25年９月30日)

提出日現在発行数(株)
(平成25年11月14日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 39,600,000 39,600,000
東京証券取引所
市場一部

単元株式数は1,000株で
あります。

計 39,600,000 39,600,000 ― ―

　

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

　

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(千株)

発行済株式
総数残高
(千株)

資本金増減額
(百万円)

資本金残高
(百万円)

資本準備金
増減額
(百万円)

資本準備金
残高
(百万円)

平成25年９月30日 ― 39,600 ― 1,980 ― 344
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(6) 【大株主の状況】

　 　 平成25年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
(千株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

新日鐵住金株式会社 東京都千代田区丸の内２-６-１ 6,229 15.73

日新製鋼株式会社 東京都千代田区丸の内３-４-１ 6,229 15.73

日本鐵板株式会社 東京都中央区日本橋１-２-５ 4,567 11.53

日本トラスティ・サービス信託
銀行株式会社

東京都中央区晴海１-８-11 1,781 4.50

日本マスタートラスト信託銀行
株式会社

東京都港区浜松町２-11-３ 617 1.56

株式会社三菱東京ＵＦＪ銀行 東京都千代田区丸の内２-７-１ 580 1.46

日本証券金融株式会社 東京都中央区日本橋茅場町１-２-10 506 1.28

三菱ＵＦＪ信託銀行株式会社
（常任代理人　日本マスタート
ラスト信託銀行株式会社）

東京都千代田区丸の内１-４-５
（東京都港区浜松町２-11-３）

500 1.26

バンク　オブ　ニューヨーク　
ジーシーエム　クライアント　
アカウンツ　イー　ビーディー
（常任代理人　株式会社三菱東
京ＵＦＪ銀行）

TAUNUSANLAGE 12, 60262 FRANKFURT,GERMANY
（東京都千代田区丸の内２-７-１）

430 1.09

ドイチェ　バンク　アーゲー　
ロンドン　ピービー　ノントリ
ティー　クライアンツ　613
（常任代理人　ドイツ証券株式
会社）

TAUNUSANLAGE 12,D-60325 FRANKFURT AM
MAIN,FEDERAL REPUBLIC OF GERMANY
（東京都千代田区永田町２-11-１）

395 1.00

計 ― 21,836 55.14

(注) １ 上記の所有株式数のうち信託業務に係る株式数は次のとおりであります。

　　　　　日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社　　    1,781千株

　　　　　日本マスタートラスト信託銀行株式会社　　　　　    617千株

　　 ２ 所有株式数は千株未満を切り捨てております。

　

(7) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

　 　 　 　 平成25年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
（自己保有株式）

― ―
普通株式 34,000

完全議決権株式(その他) 普通株式 39,484,000 39,484 ―

単元未満株式 普通株式 82,000 ― ―

発行済株式総数 39,600,000 ― ―

総株主の議決権 ― 39,484 ―

(注) １ 「完全議決権株式（その他）」欄の普通株式には、証券保管振替機構名義の株式が1,000株（議決権１個）

含まれております。

　　 ２ 「単元未満株式」の欄には、当社所有の自己株式701株が含まれております。
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② 【自己株式等】

　 　 平成25年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

三晃金属工業株式会社 東京都港区芝浦４-13-23 34,000 ― 34,000 0.08

計 ― 34,000 ― 34,000 0.08

　

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

１．四半期財務諸表の作成方法について

当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内

閣府令第63号）に基づいて作成し、「建設業法施行規則」（昭和24年建設省令第14号）に準じて記載して

おります。

　

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期会計期間(平成25年７月１日か

ら平成25年９月30日まで)及び第２四半期累計期間(平成25年４月１日から平成25年９月30日まで)に係る

四半期財務諸表について、有限責任 あずさ監査法人より四半期レビューを受けております。

　

３．四半期連結財務諸表について

「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令第64号）第５条第

２項により、当社では、子会社の資産、売上高、損益、利益剰余金及びキャッシュ・フローその他の項目

から見て、当企業集団の財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況に関する合理的な判断を妨げ

ない程度に重要性の乏しいものとして、四半期連結財務諸表は作成しておりません。
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１【四半期財務諸表】
(1)【四半期貸借対照表】

(単位：百万円)

前事業年度
(平成25年３月31日)

当第２四半期会計期間
(平成25年９月30日)

資産の部

流動資産

現金預金 2,852 3,926

受取手形及び売掛金
※１ 3,005 2,397

完成工事未収入金 6,882 6,390

製品及び半製品 203 188

未成工事支出金 1,460 1,510

原材料及び貯蔵品 664 632

繰延税金資産 48 54

未収入金 2,425 2,197

その他 144 162

貸倒引当金 △8 △5

流動資産合計 17,678 17,456

固定資産

有形固定資産

建物（純額） 321 313

機械及び装置（純額） 354 340

土地 4,144 4,144

その他（純額） 105 277

有形固定資産合計 4,926 5,075

無形固定資産 137 140

投資その他の資産

繰延税金資産 334 286

その他 816 822

貸倒引当金 △24 △24

投資その他の資産合計 1,125 1,084

固定資産合計 6,189 6,301

資産合計 23,868 23,757

EDINET提出書類

三晃金属工業株式会社(E00109)

四半期報告書

10/19



(単位：百万円)

前事業年度
(平成25年３月31日)

当第２四半期会計期間
(平成25年９月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金
※１ 6,412 6,109

短期借入金 1,000 1,000

1年内返済予定の長期借入金 500 500

未払法人税等 56 152

未払消費税等 141 108

未成工事受入金 459 413

完成工事補償引当金 73 71

固定資産解体費用引当金 － 19

その他 2,555 2,765

流動負債合計 11,200 11,140

固定負債

再評価に係る繰延税金負債 1,309 1,309

退職給付引当金 1,098 1,060

役員退職慰労引当金 173 115

その他 119 114

固定負債合計 2,699 2,599

負債合計 13,899 13,739

純資産の部

株主資本

資本金 1,980 1,980

資本剰余金 344 344

利益剰余金 5,573 5,613

自己株式 △6 △7

株主資本合計 7,891 7,930

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 29 41

土地再評価差額金 2,047 2,047

評価・換算差額等合計 2,077 2,088

純資産合計 9,968 10,018

負債純資産合計 23,868 23,757
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(2)【四半期損益計算書】
【第２四半期累計期間】

(単位：百万円)

前第２四半期累計期間
(自 平成24年４月１日
　至 平成24年９月30日)

当第２四半期累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年９月30日)

売上高

完成工事高 11,039 12,566

製品売上高 2,320 2,320

売上高合計 13,360 14,887

売上原価

完成工事原価 9,520 10,679

製品売上原価 1,842 1,818

売上原価合計 11,362 12,498

売上総利益

完成工事総利益 1,519 1,886

製品売上総利益 477 502

売上総利益合計 1,997 2,388

販売費及び一般管理費

従業員給料手当 684 691

役員退職慰労引当金繰入額 19 21

退職給付費用 123 92

研究開発費 145 147

貸倒引当金繰入額 3 －

その他 952 1,096

販売費及び一般管理費合計 1,928 2,049

営業利益 68 339

営業外収益

受取配当金 2 11

貸倒引当金戻入額 － 3

その他 1 1

営業外収益合計 4 15

営業外費用

支払利息 10 10

その他 0 0

営業外費用合計 11 10

経常利益 62 345

特別損失

固定資産除却損 － 2

固定資産解体費用引当金繰入額 － 19

特別損失合計 － 21

税引前四半期純利益 62 323

法人税、住民税及び事業税 60 142

過年度法人税等 － △13

法人税等調整額 12 36

法人税等合計 73 165

四半期純利益又は四半期純損失（△） △11 157

EDINET提出書類

三晃金属工業株式会社(E00109)

四半期報告書

12/19



(3)【四半期キャッシュ・フロー計算書】
(単位：百万円)

前第２四半期累計期間
(自 平成24年４月１日
　至 平成24年９月30日)

当第２四半期累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税引前四半期純利益 62 323

減価償却費 91 104

貸倒引当金の増減額（△は減少） △2 △3

受取利息及び受取配当金 △2 △11

支払利息 10 10

退職給付引当金の増減額（△は減少） 7 △37

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △37 △58

完成工事補償引当金の増減額（△は減少） 43 △2

工事損失引当金の増減額（△は減少） △13 －

前払年金費用の増減額（△は増加） 1 5

売上債権の増減額（△は増加） 1,508 1,347

たな卸資産の増減額（△は増加） △530 △3

仕入債務の増減額（△は減少） △933 △279

未成工事受入金の増減額（△は減少） 259 △45

その他 △72 △68

小計 392 1,281

利息及び配当金の受取額 2 11

利息の支払額 △10 △10

法人税等の支払額 △81 △33

営業活動によるキャッシュ・フロー 303 1,249

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △66 △34

その他 0 7

投資活動によるキャッシュ・フロー △65 △26

財務活動によるキャッシュ・フロー

自己株式の取得による支出 △0 △0

配当金の支払額 △57 △117

ファイナンス・リース債務の返済による支出 △22 △31

財務活動によるキャッシュ・フロー △79 △148

現金及び現金同等物に係る換算差額 － －

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 157 1,074

現金及び現金同等物の期首残高 1,828 2,852

現金及び現金同等物の四半期末残高 1,986 3,926
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【注記事項】

(四半期貸借対照表関係)

　
※１ 　四半期会計期間末日満期手形の会計処理については、手形交換日をもって決済処理しております。

　なお、前事業年度末日が金融機関の休日であったため、次の事業年度末日満期手形が、事業年度

末残高に含まれております。
　

　
前事業年度

（平成25年３月31日）
当第２四半期会計期間
（平成25年９月30日）

受取手形 148百万円 ―

支払手形 22 ―

　

(四半期キャッシュ・フロー計算書関係)

　

現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期貸借対照表に記載されている科目の金額との関係

現金同等物を所有していないため、四半期貸借対照表の現金預金の第２四半期末残高は、現金及び現

金同等物の四半期末残高と同額であります。

　

(株主資本等関係)

　

前第２四半期累計期間(自 平成24年４月１日 至 平成24年９月30日)

１．配当金支払額

　

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成24年６月27日
定時株主総会

普通株式 59 1.5 平成24年３月31日 平成24年６月28日 利益剰余金

　

２．基準日が当第２四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期会計期間の末

日後となるもの

該当事項はありません。

　

当第２四半期累計期間(自 平成25年４月１日 至 平成25年９月30日)

１．配当金支払額

　

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成25年６月27日
定時株主総会

普通株式 118 3.0 平成25年３月31日 平成25年６月28日 利益剰余金

　

２．基準日が当第２四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期会計期間の末

日後となるもの

該当事項はありません。
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(持分法損益等)

　

　
前事業年度

（平成25年３月31日）
当第２四半期会計期間
（平成25年９月30日）

関連会社に対する投資の金額 10百万円 10百万円

持分法を適用した場合の投資の金額 311 314

　

　
前第２四半期累計期間
（自　平成24年４月１日
　　至　平成24年９月30日）

当第２四半期累計期間
（自　平成25年４月１日
　　至　平成25年９月30日）

持分法を適用した場合の投資利益又
は投資損失（△）の金額

△2百万円 1百万円
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

　

Ⅰ 前第２四半期累計期間(自 平成24年４月１日 至 平成24年９月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　 　 　 　 (単位：百万円)

　

報告セグメント

その他 合計

屋根事業 建材事業 計

売上高 　 　 　 　 　

  外部顧客への売上高 11,679 1,680 13,360 ― 13,360

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

― ― ― ― ―

計 11,679 1,680 13,360 ― 13,360

セグメント利益又は損失（△）
（注）

△152 221 68 ― 68

(注)　セグメント利益又は損失（△）の合計68百万円は、四半期損益計算書の営業利益と一致しております。

　

Ⅱ 当第２四半期累計期間(自 平成25年４月１日 至 平成25年９月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　 　 　 　 (単位：百万円)

　

報告セグメント

その他 合計

屋根事業 建材事業 計

売上高 　 　 　 　 　

  外部顧客への売上高 13,124 1,763 14,887 ― 14,887

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

― ― ― ― ―

計 13,124 1,763 14,887 ― 14,887

セグメント利益（注） 105 234 339 ― 339

(注)　セグメント利益の合計339百万円は、四半期損益計算書の営業利益と一致しております。
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四半期純損失金額及び算定上の基礎は、以下のとおりで

あります。

　

項目
前第２四半期累計期間
(自 平成24年４月１日
至 平成24年９月30日)

当第２四半期累計期間
(自 平成25年４月１日
至 平成25年９月30日)

１株当たり四半期純利益金額又は
１株当たり四半期純損失金額（△）

△0円29銭 3円99銭

    (算定上の基礎) 　 　

   四半期純利益金額又は
　　四半期損失金額（△）(百万円)

△11 157

    普通株主に帰属しない金額(百万円) ― ―

   普通株式に係る四半期純利益金額又は
　　普通株式に係る四半期純損失金額（△）(百万円)

△11 157

   普通株式の期中平均株式数(千株) 39,566 39,565

(注)　前第２四半期累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、１株当たり四半期純損失で

あり、また、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　　　当第２四半期累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため

記載しておりません。

　

(重要な後発事象)

該当事項はありません。

　

２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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有限責任 あずさ監査法人

指定有限責任社員
業務執行社員

　公認会計士　　安藤　　見　㊞

指定有限責任社員
業務執行社員

　公認会計士　　三浦　　勝　㊞

独立監査人の四半期レビュー報告書

　

平成25年11月14日

三晃金属工業株式会社

取締役会  御中

　

　

　

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている三

晃金属工業株式会社の平成25年４月１日から平成26年３月31日までの第65期事業年度の第２四半期会計期間

(平成25年７月１日から平成25年９月30日まで)及び第２四半期累計期間(平成25年４月１日から平成25年９

月30日まで)に係る四半期財務諸表、すなわち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書、四半期キャッ

シュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

　

四半期財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して四半

期財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半

期財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含ま

れる。

　

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期財務諸表

に対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レ

ビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実

施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国にお

いて一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定され

た手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥

当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して、三晃金属工業株式会社の平成25年９月30日現在の財

政状態並びに同日をもって終了する第２四半期累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に

表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上
　

 

(注) １．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期

報告書提出会社)が別途保管しております。

２．四半期財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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